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●市制施行40周年記念事業
  1,542万8千円 （担当／経営企画部等）
牛久市は、令和8年6月1日に市制施行40
周年を迎えます。令和8年度は、市制施行
40周年のキャッチフレーズ「40年のあり
がとうを未来へ」のもと、基本方針でもあ
る「愛着」「知る」「育てる」の観点を盛り込
んだ記念式典、各種記念事業、PR事業を
市民とともに実施します。

●親子特区!!うしくの推進
  757万円 （担当／市長公室）
令和7年10月より、新たなブランドメッセージ「親子特区!!うしく」を
掲げ、親子の思い出や心の豊かさを育むまちづくりを本格的にスター
トしました。「親子がともに育ち合えるまち」というブランド理念をも
とに、「親子」のつながりを中心に据えた施策を実施し、「親子である価
値」を市民とともに発信します。

●小学校・中学校の体育館空調整備基本実施設計
  1億58万4千円 （担当／教育委員会）
小・中学校の体育館について、近年の酷暑への対応や熱中症対策を
講じることを目的に、空調設備の整備を進めます。

●学校部活動の地域展開の推進
  2,021万3千円 （担当／教育委員会）
令和8年度は、休日の部活動を地域へ展開し、指導者登録バンクなど
を活用して指導者を確保しながら、持続可能な体制を整え、教職員の
負担軽減を図りつつ、生徒に豊かで幅広い活動機会を提供します。

●アニメコラボレーション業務
  722万4千円 （担当／市長公室）
ＴＶアニメ作品とのコラボレーション企画を実施します。作品とのコ
ラボレーションをさらに深めることで、本市への交流人口の増加や経
済効果の促進等を図ります。
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《一般会計》 
334億7,400万円
（前年度比1.2％増額）

《特別会計》
175億800万円
（前年度比4.0％増額）

《企業会計》
28億9,600万円
（前年度比5.0％増額）

《合　計》
538億7,900万円
（前年度比2.3％増額）

牛久市第4次総合計画
まちづくりの将来像

「笑顔あふれる にぎわいと

やすらぎのあるまち うしく」

７７つの政策分野つの政策分野
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令和８年度

当初
予算案

牛久市市制施行40周年を記念し、牛久市市制施行40周年を記念し、
各種事業を実施します各種事業を実施します

子育て世帯を中心とした移住・定住を促す子育て世帯を中心とした移住・定住を促す
新たなブランディングを推進します新たなブランディングを推進します

●40周年記念式典業務委託【新規】
●フォトコンテスト開催費用【新規】
●�スポーツ協会・少年団冠大会開催交付金【新規】
●としょかんまつり講演会講師料【新規】
●連節バス運行業務委託【新規】

●40周年記念給食実施費用【新規】
●第九コンサート開催補助金【新規】
●なんでも鑑定団開催費用【新規】
●牛久沼活用事業開催委託【新規】
●キューちゃん新デザイン公募費用【新規】

市制施行40周年記念プレイベン
ト「万博中央駅」の看板設置の式
典の様子（ひたち野うしく駅）

●親子のはじまりお祝いボトルプロジェクト実施費用【新規】
●親子ひろばプロジェクト開催費用【新規】 ほか

市制施行40周年記念ロゴ
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※詳しくは市HPを
ご確認ください▶

問 財政課
☎内線1221
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●牛久シャトー事業再生
  770万円 （担当／環境経済部）
令和9年度から文化観光公園として公設化するにあ
たり、令和8年度は、牛久シャトー整備基本構想を
策定し、今後の整備方針について取りまとめます。

●牛久シャトー利活用促進
  1,670万円（担当／環境経済部）
令和8年度は新たなイベントや日本
遺産フェスタなどを開催します。日
本遺産事業を推進し、牛久シャトー
における賑わい創出を図ります。

●うしくグルメの創出・発信
  444万4千円 （担当／環境経済部）
「うしくグルメソン」で開発された新たなグ
ルメを継続的にPRします。また、県主催の
「シン・いばらきメシ総選挙2026」に出場す
る当市の代表グルメを選定し広く発信・PR
し、牛久ブランドの知名度向上を図ります。

●バス路線再編に伴う支援
  488万5千円 （担当／経営企画部）
市内バス路線再編に伴い、かっぱ号の一
部路線が民間路線バスへ移管すること
によって新たに生じる、利用者の負担を
軽減し、引き続きかっぱ号と同水準の利
用者負担となるよう事業者に対する運
賃補償を行います。

●市内における公共交通の運行
  1億7,000万3千円 （担当／経営企画部）
市内における交通空白地の解消および
市民の移動手段を確保するため、さまざ
まな主体と協力し、
公共交通を運行し
ます。

●姉妹都市および
  台湾・ジョージアとの交流
  493万4千円 （担当／市民部）
令和8年度は、桃園市（台湾）、テラヴィ市
（ジョージア）との交流を深めるとともに、
ホワイトホース市（カナダ）青少年団受入
事業など、海外の姉妹都市・友好都市と
の継続的な交流により、身近な国際化を
実現します。また、グローバル化、多文
化共生社会への対応に取り組み、地域在
住外国人がより住みやすいまちづくりを
推進します。

●書かない窓口支援システム導入
  8,329万2千円 （担当／市民部）

「市役所窓口待ち
時間ゼロ」の実現
に向けて、令和8年
度から「書かない

窓口支援システム」を導入します。住民
の利便性の向上や、サービスの質の向上
および待ち時間短縮を図ります。

●子育て事業のスマート化
  856万4千円 （担当／保健福祉部）
公立保育園に登園システムを導入すると
ともに、電子版母子健康手帳アプ
リの導入により、子育て事業に係
る利便性の向上を図ります。

●�空家利活用による転入促進の
  ための補助金創設等
  115万円 （担当／建設部）
空家・空地バンクを活用し、市外から市内
へ転入する子育て世帯に対し、改修費の一
部を支援します。また、市内で持ち家をお
持ちの高齢者を中心に、空家に関する諸問
題への理解を深めていただき、将来に備え
るための知識を学ぶ講演会を開催します。

●北部地域（東大和田地区）
　宅地開発検討
  2,789万6千円 （担当／建設部）
令和8年度は、前年度の調査内容を踏ま
え、東大和田地区を対象に事業成立性等
の調査を実施します。
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過去の日本遺産フェスタ 令和7年度のうしくグルメソンにて生まれた新商品
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総選挙2024総選挙2024

ホワイトホース青少年団来訪時
オレンジ市（オーストラリア）

の高校生来訪時
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市 税
129億4,200万円
39％（＋3％）

国県支出金
81億7,200万円
24％（＋5％）

市 債
12億9,400万円
4％（＋35％）
地方交付税
36億300万円
11％（＋9％）

歳入合計
334億7,400万円
（前年度比＋1％）

その他
繰入金、各種交付金、
分担金負担金、

使用料手数料 他　
74億6,300万円　
22％（△12％）　　

一般会計の状況
《 歳出予算の状況 》
●�扶助費…障害者・障
害児給付費、生活保
護費等の増により、対
前年度比2％の増額。
●�物件費…書かない窓
口支援システム導入や�
物価高騰の影響等によ
り、前年度比1％の増額。
●�投資的経費…総合福祉�
センター長寿命化改修
工事や、小中学校体育
館空調整備基本実施
設計、道路照明灯・公園
灯のLED化等により対
前年度比8％の増額。

《 歳入予算の状況 》
●�市税…個人市民税
や固定資産税の増
により、対前年度比
3％の増額。

●�国県支出金…公立
小学校給食費の無
償化や障害者・障害
児給付等の扶助費
の増に伴い、対前年
度比5％の増額。
●�市債…総合福祉セン
ター改修事業債や道
路照明灯・公園灯整備
事業債の増に伴い、対
前年度比35％の増額。

扶助費
84億3,000万円
25％（＋2％）

物件費
76億4,500万円
23％（＋1％）人件費

52億2,300万円
16％（＋3％）

投資的経費
20億3,500万円
6％（＋8％）

 公債費
23億400万円
 7％（△2％）

その他 積立金、
維持補修費、予備費 他
12億3,900万円
 3％（△22％）

補助費等
36億7,000万円
11％（＋4％）

歳出合計
334億7,400万円
（前年度比＋1％）

 繰出金
29億2,800万円
9％（＋5％）

すべての人が生き生きとした
人生を送るまち

未来を拓き、地域を
担う人が育つまち

魅力ある「しごと」と
にぎわいが生まれるまち

みんなの創意工夫で
未来をつくるまち

多様な世代が安心快適に
住み続けられるまち

豊かな自然を守り育てる
優しさのあるまち

行政が市民に
信頼されているまち

●未就学児医療費無償化
  2,487万1千円（担当／保健福祉部）
●妊婦健康診査助成回数の上限撤廃
  63万6千円（担当／保健福祉部）

●市営住宅を将来につなぐための
  再編・活用の取り組み
  2,125万8千円（担当／建設部）

●公共施設のLED化
  2億1,064万5千円（担当／総務部・保健福祉部・建設部・教育委員会）
●ハイブリッド公用車の購入
  2,145万5千円（担当／総務部）

●BPR（ビジネスプロセス・リエンジニアリング）の推進� 781万円（担当／経営企画部）
●DXツールの活用による業務効率化の推進� 746万9千円（担当／経営企画部）

●ハートフルクーポン券事業�
  7,669万1千円（担当／環境経済部）

●小中学校給食費無償化� 2億8,882万4千円
●給食費物価高騰対策� 8,388万1千円

　（担当／教育委員会・保健福祉部）
●スクールアシスタント� 8,586万6千円（担当／教育委員会）

●コミュニティ活動への助成
　3,157万2千円（担当／市民部）
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7つの政策分野 【主な施策】
令和８年度当初予算案

令和8年第1回市議会定例会 提出議案

【問い合わせ】  総務課☎内線1011、財政課☎内線1221

令和8年第1回市議会定例会が、3月5日から27日まで開催されます（会期23日間）。
この定例会に提出する条例案および補正予算案等の概要については、市ホームページをご確認ください。 ▲詳しくはこちら

※円グラフ中（　）内は前年度比
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